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NETISを活用した点検・診断技術の現場導入促進

研究開発の目的・概要

・維持管理に関わるニーズと技術開発のシーズとのマッチングを重視し、新しい技術を現場で使える形で
展開し、予防保全による維持管理水準の向上を低コストで実現させることを目指す。

・国が新技術を積極的に活用・評価し、その成果をインフラ事業主体に広く周知することで、全国的に新

NEEDS（ニーズ）を技術テーマとして公表

国が新技術を積極的に活用 評価し、その成果をインフラ事業主体に広く周知することで、全国的に新
技術を展開。
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新技術の現場への活用の加速化について
現行NETISの課題

● 国土交通省 は 新たな技術 導入 普及を図るため 新技術情報提供シ ム（ ）を運用し● 国土交通省では、新たな技術の導入、普及を図るため、新技術情報提供システム（NETIS）を運用し
ているが、登録技術の2/3程度は未活用。

● NETISは、センサーやICT等を活用した点検、診断等に関する新技術の登録が少なく（全体の1/10
以下） 現場への最適な新技術導入が困難

民間技術等の応募

以下）、現場への最適な新技術導入が困難。

現場での活用見込
みの高い技術等

活用見込みが低く、改善
の余地のある技術等

技術の分類

技

現場での活用

現場のアレンジ

現場での活用

評価
改善点等を申請者に伝
える有用な技術

外

業務委託を活用

現場導入

有用な技術 以外

公募予定技術
(1) ンクリ トの健全度調査 「 ンクリ ト構造物の塩化物イオン含有量の非破壊調査方法 等
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(1)コンクリートの健全度調査：「コンクリート構造物の塩化物イオン含有量の非破壊調査方法」等
(2)構造物内の空洞調査：「河川管理施設の空洞を調査する技術」等
(3)き裂等の調査：「目視困難な水中部にある鋼構造物の腐食や損傷等を非破壊で検出が可能な技術」等
(4)維持（長寿命化等）：「新素材繊維接着工（コンクリート剥落対策）」等



NETISを活用した点検・診断技術の現場導入促進に係る現場検証

現場検証：国の現場で活用・評価できる技術については、現場で活用・評価（長期事項の評価含む）。現場検証 国の現場で活用 評価できる技術に いては、現場で活用 評価（長期事項の評価含む）。

評価が困難な技術については、供試体を作成し、活用結果の確認を行う。

技術開発：評価結果（良い点や改善すべき点）について、開発者に伝えることで、新技術の改良を促進。

へ反映 改良した技術について 国の現場で再評価

ケース１ ケース２ ケース３ ケース４

へ反映 改良した技術について、国の現場で再評価。

＜現場検証スケジュール案＞

H26年度 現場検証 現場検証 現場検証技術選定 現場検証

H27年度 現場での再評価① 供試体による確認 供試体による評価 長期事項の検証①

H28年度 現場での再評価② 現場での再評価 現場での再評価 長期事項の検証②

現場での施工性等に
加え、耐久性等長期
事項も評価

（新素材繊維接着工

現場での評価が困難な
ため、供試体による評
価を優先

（コンクリ ト構造物塩

現場での評価後、供
試体による評価によ
り評価結果を確認。

（河川管理施設の空

現場で検証・評価。
評価結果に基づき改
良した技術の再評価。

（水中の鋼構造物の （新素材繊維接着工
（コンクリート剥落対
策）等）

（コンクリート構造物塩
化物イオン含有量調査
方法等）

（河川管理施設の空
洞調査等）

（水中の鋼構造物の
腐食や損傷検出等）
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「目視困難な水中部にある鋼構造物の腐食や損傷等を非破壊で検出可能な技術」について公募し 応

現場活用・評価予定技術（例）

＜弾性波事例＞ ＜渦流探傷事例＞＜音響事例＞

「目視困難な水中部にある鋼構造物の腐食や損傷等を非破壊で検出可能な技術」について公募し、応
募のあった技術について現場で活用・評価することで、技術の更なる活用および改善を促進。

弾性波事例
地中埋設物長さ測定装置『JTM-10』

＜渦流探傷事例＞
RTD-INCOTEST

音響事例
アクアジャスターによる姿勢制御し
た水中構造物の健全性評価

【技術概要（応募者記載）】

本技術は目視困難な水中や地中の鋼構造物

【技術概要（応募者記載）】

潜水士を利用して目視などで行っていた水中

【技術概要（応募者記載）】

非破壊検査技術の 部である渦流探傷技術本技術は目視困難な水中や地中の鋼構造物
に、送受信出来るプローブを地上に出ている
鋼構造物に当てて、長さ・腐食・亀裂の度合を、
超音波で測定する装置であり、長手方向の変
状範囲の確認も可能である。また、GPS装備

により、測定位置情報（緯度経度）の管理が可

潜水士を利用して目視などで行っていた水中
部での鋼構造物の点検を、潜水士を利用す
ることなく水上から行える技術である。さらに
目視困難な領域でも点検を行える。

水平方向を任意に向けることが可能なジグと、
高精度であるが水平方向の測定範囲が狭い

非破壊検査技術の一部である渦流探傷技術
を利用したRTD-INCOTESTは炭素鋼・強磁性

体材料の試験対象に付着・施工された被覆
物・保温材（貝・海草等の海洋生成物、FRP、
ウレタン、ガラスウール、コンクリート等）を剥が
さずに試験を行うことが可能な技術である。被

能となり、本技術の活用によりデータベース化
及び規定長さや形状の健全性判断を専門技
術が無くても容易に出来、コスト削減、工期短
縮、品質の向上が期待できる。

センサーを一体化した装置を利用し、その装
置を水上からウインチなどで上下させること
で、目視困難な水中にある鋼構造物を広域で
迅速に測定/点検することを可能とする。

覆物・保温材上から低周波・パルス渦電流を
試験対象に付加し、被覆厚さに比例した試験
範囲（フットプリント）内の平均肉厚を検出する
技術である。
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活用時の調査などに基づき、「工程」、「安全性」、「施工性」、「精度（位置、長さ、幅、厚さ

評価結果の公表

等）」、「優れた点」、「留意点」、「試行調査結果」を評価、評価結果について維持管理支援
サイトにて公表予定。

テーマ設定型（技術公募）「コンクリートのひび割れを遠方より検出できる技術」試行結果

C00　コンクリートのひび割れを検出する技術 C01　コンクリートのひび割れを検出する技術（評価結果表の記載内容）
○○株式会社 ××株式会社

未登録 未登録
技術名称

ＮＥＴＩＳ登録状況
開発者

概要
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○…。

測定状況

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○…。

写真 写真

今回の試行対象とした

構造物（橋梁・トンネル等）、

（評価結果表の記載内容）

→同じ構造物で試行した技術を
同一シートにて公表

○ｍ ○ｍ

測定状況

従来点検方法 目視によるひび割れ調査 目視によるひび割れ調査

試
行
条
件

対象物（箇所） 橋梁A（○○、○○、○○）

測定距離（今回）

技
術
の

必要な機器・装置等（点検） ○○○○○ ○○○○○

現場制約（点検） ○○により撮影に支障が生じた。 ○○により撮影に支障が生じた。

○○○○○

橋梁A（○○、○○、○○）

○○○○○必要な能力・資格等（点検）

写真 写真
（）内は各技術が測定できた
箇所・数量

今回の試行における対象物
までの距離「公募情報」に掲載

必要な能力・資格等（分析） ○○○○○ ○○○○○

の
特
徴

現場制約（点検） ○○により撮影に支障が生じた。 ○○により撮影に支障が生じた。

必要な機器・装置等（分析） ○○○○○ ○○○○○

000分・人設置人工

000分・人

時間 000分・人

000分・人

000分・人

安全性 ○○○に課題あり ○○○に課題あり

撤去人工 000分・人

000分・人

000分・人

測定人工今回の試行に要した人工

00mm

施工性 ○○○により向上が見込まれる。

測定最小幅（今回） 00mm

試
行
結
果

・○○が可能である。
・……。

○○○により向上が見込まれる。

優れた点
・○○が可能である。
・……。

今回の試行にあたって確認
できた技術の特徴

検出できたひび割れの数・長さ、
幅等に応じて記載

・○○については留意が必要。
・……。

試行調査結果

【橋台】
○○○…。
【床板・主桁】
○○○…。
【橋脚】
○○○…。

留意点

【橋台】
○○○…。
【床板・主桁】
○○○…。
【橋脚】
○○○…。

・○○については留意が必要。
・……。

幅等に応じて記載
【例】ひび割れ数
１００％発見＝全て発見
７５％以上発見＝ほぼ全て発見
５０％以上発見＝概ね発見
５０％未満＝ほとんど発見されず

「コンクリートのひび割れについて遠方より検出が可能な技術」評価結果について

平成２５年７月に実施した公募について、現場において試行を
行った技術の評価結果を公表いたします【（）は評価技術数】。

・橋梁（１１） ・トンネル（４） ・ダム（１） ・建築物（１）
・擁壁（７） ・港湾（１）
・ロボット（飛行系）（３） ・ロボット（走行系）（１）
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最小測定幅 00mm 00mm

【参考】

技
術
情
報

最大測定距離 00m 00m

本技術による測定が
可能な最大測定距離と、
検出可能なひび割れ幅
（申請者からの参考情報）各評価結果表が閲覧可能

記載例は「コンクリートひび割れ検出」


